
2007年02月20日

『サービスステーションの土壌汚染リスク評価』の実施について

記者各位

『サービスステーションの土壌汚染リスク評価』の実施について

　当社（社長：西尾　進路）は、土壌環境対策の支援として当社系列特約店・販売店を対象に「サービスステーション（以下ＳＳ）

の土壌汚染リスク評価」を実施しますのでお知らせいたします。

　当社では２００３年度から２００６年度にかけて当社が所有するＳＳを対象にした土壌汚染状況の調査を実施し、そこで培われ

たノウハウから当社独自の「ＳＳの土壌汚染リスク評価法」を構築いたしました。
 

　この「土壌汚染リスク評価」は、ＳＳの運営者がインターネットで「土壌環境に関するアンケート」に回答した内容をもとに、当社

がＳＳの土壌汚染リスクや、汚染につながる設備・日常点検のウィークポイントを診断し、結果を知らせるものです。

　本リスク評価のフィードバックによって、特約店・販売店経営者の土壌環境に対する意識の啓発を促し、個々のＳＳが改善点

を把握し、日常点検を実施していくことで、土壌汚染の未然防止と早期発見が期待されます。

　当社グループでは２００７年２月よりＳＳ土壌浄化保険の募集を開始し、当社系列特約店・販売店における土壌環境の保全・

良化を支援しておりますが、さらに当社と株式会社ＮＩＰＰＯコーポレーションと共同で土壌汚染に関するお問合せ窓口を当社の

各支店内に開設し、系列特約店・販売店の土壌環境対策をサポートしております。

　

　当社は今後とも土壌環境対策に関する事業を推進することにより、ＥＮＥＯＳブランドの信頼を獲得してまいります。

　

記

1. 『ＳＳの土壌汚染リスク評価』の内容

(1)評価方法：
 

①　設備情報・運営状態・設置環境に関するアンケート
 

②　ＧＩＳ（地理情報システム）を活用したＳＳ所在地の地質情報
 

①・②の情報をもとに土壌汚染リスク（汚染の可能性）を評価

(2)評価後のフィードバック内容：
 

①土壌汚染のリスク度合
 

②設備・運営上の改善点
 

③今後の日常点検に対するアドバイス

2. 特約店・販売店の費用
 

無償（当社負担）

以上


